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ま

え

が

き

恒
例
に
よ
り
ま
し
て
本
酌
の
財
政
事
情

の
公
表
を
い
た
し
ま
す
。

田
の
財
政
事
情
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
九
月
に
六
月
迄
の
分
を
公
表
い
た
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
を
の
後
六
ケ
月
（

セ
閂
以
降
十
二
星
違
）
に
対
す
る
収

支
の
概
況
、
住
民
の
負
担
状
況
、
財
産

関
係
、
生
借
草
競
融
通
亭
菜
及
び
国
民

健
康
保
険
事
業
の
概
況
及
び
昭
和
二
千

蒜
度
の
決
算
が
、
ど
訂
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
を
公
表
い
た
し
ま
し
て
、
酎

良
の
皆
快
方
の
理
解
と
協
力
を
得
、
よ

り
よ
き
水
巻
田
を
弾
畢
レ
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

以
垂
迫
っ
て
御
説
舶
い
た
し
ま

す
。「

収
支
の
概
況

の
ー
般
会
計
に
つ
い
て

昭
型
二
十
二
在
虔
予
算
に
つ
い
て
は
、

酌
囲
公
表
の
際
に
御
説
明
申
上
げ
ま
し

た
が
、
そ
の
後
情
勢
の
変
化
に
よ
り
ま

し
て
数
回
に
亘
り
、
．
別
表
Ｈ
の
と
お

り
参
千
九
百
六
姶
六
万
八
千
余
円
余
の

追
加
更
正
を
い
た
し
ま
し
た
。

先
ｌ
す
才
人
面
よ
り
御
説
明
い
た
し
ま
す

と
、
旧
税
筍
千
五
拾
六
万
弐
千
四
百
円

の
追
加
は
鉱
産
税
九
百
拾
四
万
七
千
六

百
円
と
、
た
ば
こ
滑
徴
税
百
四
拾
壱
万

四
千
△
日
円
で
、
当
初
予
算
編
成
後
に
、

鉱
南
税
に
つ
い
て
は
日
本
炭
砿
の
出
炭

計
園
に
よ
虔
増
に
伴
う
増
収
で
あ

り
、
た
ば
こ
滑
鞄
税
に
つ
い
て
は
売
上

高
の
増
加
に
よ
る
自
然
増
収
の
見
込
が

つ
い
た
も
の
で
、
地
方
交
付
税
的
七
百

弐
拾
七
万
円
の
追
加
は
、
当
初
差
胴

成
当
膵
は
収
入
を
見
込
見
得
な
か
ゥ
た

が
、
地
方
交
付
耕
法
の
ー
郡
改
正
に
よ

る
単
位
費
用
の
引
上
げ
に
伴
っ
て
収
入

昂
仏
の
つ
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
国

庫
支
出
金
は
追
加
予
算
で
計
上
さ
れ
た

八
万
六
千
円
と
滑
防
自
動
辞
購
入
者
補

助
四
拾
万
円
、
給
食
毀
備
萄
補
助
四
拾

四
万
四
千
円
等
が
増
収
の
主
な
も
の

で
、
革
業
萌
葱
定
の
結
果
当
初
予
算
計

上
額
に
比
し
減
額
に
な
っ
た
下
二
小
学

校
人
命
復
旧
常
補
助
金
弐
百
拾
参
万
四

千
参
百
円
、
猪
熊
小
学
校
庚
台
増
築
補

助
五
輪
万
九
千
弐
菖
円
、
鼎
支
出
金
へ

更
正
を
行
っ
た
農
漁
村
振
照
対
策
紺
補

助
四
拾
八
万
円
等
が
減
額
の
主
な
も
の

で
、
養
引
五
百
七
拾
五
万
九
千
余
円
の

増
加
と
な
ゥ
て
お
り
ま
す
。

分
担
金
及
び
負
担
金
の
減
弐
百
七
拾
弐

万
壱
千
余
円
は
下
一
棟
々
舎
復
旧
疎
査

定
の
結
果
認
定
域
に
よ
る
も
の
で
」
県

支
出
金
治
邦
額
弐
百
参
拾
九
万
壱
千
余

円
は
農
漁
村
建
殿
様
合
革
某
謡
補
助
弐

百
七
万
壱
千
余
円
と
県
知
事
リ
コ
ー
ル

尊
名
審
査
韻
県
負
担
金
拾
弐
方
墳
子
余

円
が
主
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

即
席
億
七
百
弐
万
四
千
円
は
、
猪
熊

小
学
校
兵
舎
増
塊
に
伴
う
長
期
債
弐
百

五
拾
万
円
、
公
常
住
宅
裡
壕
に
伴
う
長

期
債
四
百
五
拾
弐
方
四
千
円
で
、
繰
越

金
増
加
の
八
百
五
拾
万
五
千
余
円
は
旧

型
一
千
山
年
度
決
算
の
結
果
の
剰
余
金

で
、
こ
れ
は
田
秘
の
自
縛
増
収
と
一
般

膵
費
の
節
減
に
よ
ゥ
て
生
じ
た
も
の

で
、
以
上
が
オ
人
面
の
大
要
で
あ
り
ま

す
。

公
営
住
宅
裡
堺
に
伴
う
補
助
七
日
参
拾
一
ｌ

で
は
以
上
の
追
ｍ
財
源
に
よ
る
と
こ
ろ

の
予
算
の
寄
留
面
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
と
も
う
し
ま
す
と
、
増
加
の
主
な
も

の
は
、
下
表
に
示
す
通
り
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
他
国
家
公
務
謁
の
給
与
引
上

げ
に
要
す
る
降
萄
弐
百
七
拍
五
万
四
千

余
円
と
南
用
頭
等
不
足
分
を
考
干
追
加

計
上
翠
ｋ
尚
、
歳
入
面
で
御
説
朋
申

上
げ
ま
し
た
下
二
小
学
校
長
禽
復
旧
革

質
現
の
内
薫
定
の
楷
巣
減
額
に
よ
る
韻

街
六
百
壱
万
七
千
百
五
拾
円
を
更
正
減

額
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
で
退
郡
予
算
の
概
撃
曾
説
明
い
た

し
ま
し
た
が
、
こ
の
予
算
執
行
が
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
別
表
臼

に
つ
い
て
御
説
明
申
上
げ
ま
す
。

現
計
予
算
に
対
す
る
収
入
状
況
は
別
表

臼
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
お
り
七
〇

・
≡
％
と
な
っ
て
お
り
、
之
を
昨
年
度

と
比
聯
し
て
苑
ま
す
と
、
七
・
三
％
を

上
剃
る
環
澗
牽
示
し
非
常
に
喜
ば
し
い

革
で
あ
り
ま
す
。

本
田
の
横
棒
的
収
入
と
云
え
る
耶
秘
・

公
営
企
業
及
び
財
産
収
入
・
使
用
料
及

び
蓉
敬
料
・
欝
附
金
及
び
梶
献
金
を
平

均
い
た
し
ま
す
と
八
六
・
四
％
上
狙
っ

た
収
入
状
況
を
一
芥
し
て
い
る
こ
と
は
誠

に
音
ぶ
可
き
現
象
と
言
え
ま
す
が
消
極

的
経
賓
と
言
え
る
国
庫
支
出
金
・
鼎
支

出
金
・
即
僚
等
は
円
滑
に
収
入
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
主
と
し
て
投
資

的
粁
㌣
母
財
源
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
国
．
鼎
剣
も

錆
汝
事
務
の
迦
延
が
原
因
と
な
ゥ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
大
郡
分
は
啓
業
の
進
捗
と
併
行
し
て
収
入
と
な
る

見
込
で
あ
り
ま
す
。

安
田
済
額
は
全
体
予
算
の
五
六
・
六
％
で
昨
年
同
期
の
五

九
・
九
％
に
比
し
こ
丁
≡
％
減
じ
て
は
お
り
ま
す
が
、
大

体
に
於
て
昨
年
同
機
に
革
業
が
順
衝
に
進
捗
し
て
い
る
と

云
え
ま
し
よ
う
1

区

　

　

分

満
防
自
動
車
隙
大
勢

防
火
貯
水
槽
勤
謹
蟄

樋
口
商
店
街
側
渾
改
修
青

梅
ノ
六
歩
週
工
事
蟄

謹
ｍ
川
橋
架
礪
脅
追
加

紐
帯
川
及
び
東
関
山
田
川
渡
漠
蟄

華
爪
川
没
楳
工
革
蟄

下
〓
道
路
改
修
脅

下
二
校
給
食
雲
工
事
贅

下
二
校
給
食
備
品
購
入
額

一
、
六
五
〇
、
0
0
〇

五

8

0

（

8

一
九
五
、
0
0
〇

四

（

8

、

0

0

0

て
三
〇
〇
、
〔
Ｈ
）
〇

二
〔
×
〕
、
0
0
0

て
五
〇
五
、
四
四
八

一
、
四
五
〇
、
8

一
、
五
〔
Ｂ
、
〔
肖
〇

五
二
六
、
0
0
0

下
二
枚
太
陽
灯
寅
及
び
便
所
移
転
智
的
負
担
分

尺

（

＝

5

、

0

0

0

給
食
用
食
群
洗
液
糖
　
　
　
　
　
七
〇
〇
、
（
Ｈ
8

築
校
々
門
工
事
費
外
　
　
　
　
≡
セ
五
、
（
Ｈ
8

公
営
住
宅
建
設
脅
　
　
　
一
四
、
八
四
九
、
二
五
〇

肘
墨
住
宅
裸
殺
賓
　
　
　
　
叫
、
害
、
0
0
0

農
漁
村
頗
聴
対
策
茎
是
川
分

一
、
四
二
八
、
〔
×
＝
5

県
知
事
リ
コ
ー
ル
夢
専
査
事
務
賓
　
〓
〓
、
四
五
〇

公
良
館
結
婚
式
僻
品
代
　
　
　
　
二
三
〇
、
〔
門
白

餅
　
　
　
　
　
　
二
九
、
七
二
〇
、
一
四
八

別表0　昭印2年度水巻町才人才埠追加更正予算集計表
才　　　　人

科 ｌ　 ．目
．．六 月末 現 在．

． 既 決 予 算 額

芸背 琵 追 加 更 正 領 追 加更 正

予 算 額

予 算　 成
方 分 比 ・

Ｊ ．町　　　　　　　 税

円 1

6，566

円 円

5，5（）568 ，6β3 ，の 2 畑，56・2，4 （70 79 ，2．45，412

2 地 ∴方　 交　 付　 税 Ｊ ・．β 7，269，999 7 ，27ロ，の♂ 郎 5

3－公 営 企 業 及 び 財産 収 入 358 ，631 34 527，960 886，59Ｊ ’ 6 1

4 分 損 金 及 び 負 担 金 11，325 ，7即 Ｊ，の 6 △ 2 ，721，28β 8 ，604，5（70 5 9

3． 使 用 料 及 び 手 数 料 ．3，895 ，2β4 374 ・△　　 81 ，邦 7 ． 3 ，873 ，2ｊ7、 269

6 国　 庫　 支 ． 出　 金 9，782，Ｊ7β 938 ・ 5 ，759 ，728 15，54 1，898 日 加

7 ・媚も・・支　　 出 ． 金 1，ク87声の ． 川 4 2 ，3 の ，Ｊ3（） 3，478 ，73Ｊ 242

β 寄「＋ ∵ 附　　　 金 ． 366，251 35 △　 Ｊ6 ，飢柏 ｌ，ユ
3石0 ，251 24

．ダ 雑 ノ　　 収　 ．入 5 ，263，871 画 3β7，12 1 5．，6鋼 ，ダウ2 392

ＪＰ 、町 ！．　　　 償 Ｊ，425，0の Ｊ37 7，0銅 ，の β 8 ，449，の 0 ． 587

ＪＪ 繰 ∴　 越　　 金 ・ 2 巨700，の β 20 1 8，505 ，122 Ｊ（7，605，Ｊ・22．し 7亭7

才　 人　 合　 計 ． 川4 ，287，527 10，00 0 38，66　ノ郎 ／43 ，955．，774 ，ＪＯ，00 0

才　　　　出

∈現在「

ち算 額

予算構成

万 分 比
追加更正粧

追加更正

予 算 ｒ轍 ・

予算構成

万 分 比

円

4朗

円 円．

483少，845 Ｊ，・少β1，58ク ．6 ，951，425．

48，．733 2，661 3 ，644，0ｃＯ 3ん392，733・ 2，Ｊ8Ｊ

2 ，14の ．145 2 ，383・，834 3 ，脚 5 ，少74 27Ｊ

54，45β 6の 5 ，552，683 ＪＪ，卯 7 ，133 827 ・

02，4如 4．565 4 ，730，689 52，333 ，1．79 3 ，635

56，5の 379 16 ，619，235 20 ，575 ，735 1 ，43（）

6 1，723 294． 375，3ＪＯ 3，437 ，・833 239

40，391 　 33ダ 1，7 72，438 5，．3．12 ，829 3（汐

96．・，837 96 ・ 227 ，774 1，224，6 ＪＪ β5 ．

1

　

汀

　

の

　

5

0

　

7

　

0

0

9

一

　

〇

‘

　

　

　

　

　

0

0／

2（7，α柑

247．750

2，954，2β2

2パ卵割3，崎用‘ＪＯＰ，仇抑

科　　　　目

Ｊ8，0の

ＪＯｐ，880

2，954，2（72

1，283，2期

ＪＯＯ，βの

704，2き7，527

議　　　会，　費．
役　　　場　　　費

消　　　防　、費
土　　　木　　　費

教　　育　　費

社会及び労働施設費

∵保　廊　衛　生　費
産　業　経　済　費

財　　産　：費

統　計．・諷　査　費

選　　挙’　費

公　　　債　　　費

諦　支　　出　金

予　　備　　費

才　出　合　計

．

　

　

・

一

．

　

、

・

ｌ

ヽ

　

　

．

．

科　　目　ｌ予算憶糊匪出済蘭 る差引残
円

2，453，3ｐ7

ＪＯ，312，7！り

534，243

9，100，2少3

Ｊ6，834，587

Ｊ5，850，946

1．35ｐ，765

2，185，5朗

3（70，992

64．7

67．1

86．2

23．5

67．8．

22．ｐ

紺．4

5乱β

75．4

漕猟
請支出金
へ流用

、・・2，1夕1，694

98，565

62，336．のＪ

叫、　　円

4，498，0甜

2Ｊ．079，942

3，361，7割

皐，朗恥捌㈲

35，4紺－592

4，724，78少

2，即7，2印

3，凋7，兜5

・923，のｐ

Ｊ，ユタβ

6Ｊ，卯1

2，024，967

Ｊ，41Ｌ2，85Ｊ

△　圭Ｊ，435

‥　円

6，951，媚5
ｑ、ミ

31，392，7331

3，8少5，974

ＪＪ，907，．13．3

52，333，179

20，575，735

3，437，033

5，3Ｊ2．，829

ｌ’1，2別のＪ

2（），飢姻

247，．7即

や　2，954，202

3，603，ＪＪＯ

却ク，のα

］

Ｊ43，囲6，〃4　6石　畑ノ柑

議　　会　　学
役　　　場　　　費

消　　防　　′費

土・・木　∵賀

鞠　骨十学
社会及労働鮨殻賀

俸　健　衛　生　費

産　業　経′　済　賓

財　　　産　　　費

統　計　調．査‾　費

選　∴、挙．年費

公　　債　　費

播　支　　酢、金

予　　　備　・費

才．．出　合　計

ちノレ　′幣、

Ｊｔ　　　で　叫

の藍測軋淵岨側臥血血弧

こ、．

麗造成鰹醜感恋醜麗忽忽忽忽鮎醜感恕癒感醜忽



巻　　　　　　　　第140号　　　（2）昭和33年4月Ｊ5日

生活資金最近六カ月間の貸付状況調Ｓ．32∴ほ．3欄在　生活資金利用者職業別諷

月 件 数 姥 付 観 収 入 済 額
収 入 末 摘 脛

7 2 4 6

円

Ｊ，2 1 7，5 00

円

9 9 5 ，却 ク

β 2（75 Ｊ，ク2 2，5 00 6 5 3 ，2の

9 ° 2（52 1 ，2ダ7，5の 6 2 7 ，7（柏 6 6ク，βの

95 1，紬 β

ク

クＪＯ 2 8 1 1 ，3 9 7 ，5の 4 4 6 ，4 0 0

ＪＪ 2 8 0 1 ，3 8 7 ，5ク0 2 2 1，卯 β

1 2 2 2 3 Ｊ，1 1 5 ，の β β

計 ／，4 97 7 ，4 3 7 ，5 00 2 ，9 4 4 ，3 0 0

0
国
民
健
康
保
険
事
醸
才
人
才
出
状
況

膵
年
四
月
等
施
致
し
ま
し
た
国
民
健
康
保
険
革
業
の
予
餅
に

つ
い
て
は
、
酌
回
の
膵
卿
税
関
印
し
上
げ
ま
し
た
が
、
其
の

後
の
収
支
の
概
況
は
表
示
の
通
り
保
険
秘
の
収
入
・
寛
拓
等

順
調
な
る
辟
過
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
が
、
御
霜
の
通
り
事

業
の
大
都
分
は
餞
横
か
ら
納
め
て
頂
く
保
険
郡
に
よ
っ
て
避

営
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
此
の
蓑
の
健
全
な
る
迩
膏
が
行
わ

れ
る
か
否
か
竺
に
保
険
税
の
納
付
成
柵
に
か
か
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
何
卒
こ
の
点
充
分
御
群
解
下
さ
い
ま
し
て
秘
の

完
納
に
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
願
い
致
し
ま
す
。

才人才出現計表

才　　　　 人 才　　　　 出

疑及び科目 収入金額 疑及び科中 支出済額

1，035，9ＪＯ

2，158，937

Ｊ45，の5

123，146

Ｊ役　場　費

2保健給付貿

3保健施設費

4誹支出金

計　　［3，463，07∂

2，583，357

21，230

969，仇柏

500，の0

4，92（7

4，07ｇ，507

瑠昆棚保

2撃忌岩及び
3国庫支出金
4繰　入　金

5雑　収　入

計

三
、
昭
和
三
十
一
年
度

決
算
状
況

の
一
般
会
計
に
つ
い
て

閑
却
二
十
一
年
度
決
算
に
つ
い
て
咤

鮒
回
の
公
表
の
樽
は
釈
舞
中
で
公
表
で

き
な
か
っ
た
の
で
今
回
公
表
い
た
し
ま

す
が
、
別
表
の
と
お
り
才
人
予
篇
絶
倒

唱
僧
参
千
百
弐
拾
九
万
八
千
六
百
弐
拾

弐
門
に
対
し
、
収
入
済
領
域
債
務
千
六

百
八
拾
葡
刀
弐
十
八
百
五
拾
五
円
で
、

籍
裏
書
嘉
拾
壱
万
四
千
弐
百
参
拍
参

円
収
入
超
過
で
、
才
出
予
締
総
画
増
備

参
千
聾
白
弐
拾
九
万
八
千
六
百
弐
衿
弐

円
に
対
し
支
出
憐
楯
壱
傭
弐
千
六
百
弐

拾
万
七
千
七
古
参
拾
参
門
で
、
羊
引
五

百
九
万
八
百
八
拾
九
円
の
残
楯
を
生
じ

、
オ
ス
超
過
分
と
併
せ
て
嗜
千
六
始
万

五
千
百
弐
拾
弐
円
の
純
鶴
越
碑
を
生
じ

た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
オ
人
面

に
於
て
は
三
十
一
年
度
後
半
期
遠
的

の
好
乗
気
の
彫
呼
を
受
け
て
の
秘
の
自

然
増
収
や
地
方
交
付
稀
が
主
な
も
の

で
、
才
川
面
に
於
て
枕
洞
将
納
経
贅
の

節
約
に
よ
る
も
の
で
、
昭
和
二
千
二
年

度
の
財
源
に
振
当
充
当
し
て
お
る
も
の

で
あ
安
ま
す
。

尚
、
昭
和
二
千
一
年
度
決
算
額
の
歎

別
割
合
及
び
町
税
の
税
目
別
科
収
状
況

は
別
表
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

予　算　現　撤！支　出　済　額ｉ不　　用　　緻

Ｊ8，052

2々8，3躇

β6，994

右337，436

566，77Ｊ

721，679

292，173

3（78，131

9，3ク2

．Ｊ3，83ク

ＪＯ，如4

81，375

1，331，6ごまβ

24，は4

5，090，引柑

4，9Ｊ4，925

27，857，936

5，298，04（〉

ＪＪ，05夕，775

51，264，218

Ｊ2，527，821

3，376，454

2，7（75，926

955，367

Ｊ7，17（7

2くり，931

2，・356，416

3，671，754

207，733726，

4，932，977

28，146．254

5，385，034

12，397，21Ｊ

51，ｇ30，989

13，249，500

3，668，627

3，0Ｊ4，057

タ64，759

31，0の

2Ｊ2，875

2，437，7！り

5，の3，394

24，Ｊ朗

737，29ｇ，622

役　　　場　　　賛

消　　　防　　　費

土　　　木　　　費

教　　　育　　　費

社会及び労働施設費

保　健　衛　生　費

産　業　経　済　兜

財　　　産　　　費

統　計　澗　禿　焚

選　　　挙　　　兜

公　　　債　　　兜

清　文　　山　金

予　　備　　費

用
特
別
会
計
に
つ
い
て

の
生
活
資
金
馳
通
事
握
の
概
況

鐘
椿
資
会
軌
通
草
業
の
内
容
は
前
回
の
公
表
と
変
り
な
く

月
末
筍
百
六
拾
万
円
の
貸
出
枠
を
以
っ
て
運
営
し
て
居
り

ま
す
が
、
最
近
の
貸
出
状
況
を
見
ま
す
と
鮭
壁
大
分

下
姻
る
傾
向
に
あ
里
芋
。
こ
れ
は
利
用
者
が
あ
る
稽
牒

固
定
し
た
こ
と
と
、
一
口
の
欄
が
少
い
為
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
今
後
は
こ
の
間
鶴
に
つ
い
て
馴
究
し
本

革
業
の
最
を
期
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
皆
機
に

お
か
れ
ま
し
て
も
こ
の
制
菅
有
効
に
利
用
さ
れ
る
と
共

に
よ
ろ
し
く
御
協
力
下
号
品
御
願
い
致
し
ま
す
。

尚
才
八
才
出
状
況
排
に
故
近
六
ケ
月
間
の
貸
付
償
還
状
況

は
別
表
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

昭和32年度特別会計生活資
金融通事業費才人才出状況

．（昭和32年Ｊ2月31日現在）

才　　　　人

二
、
住
民
負
担
の
状
況

旧
血
二
十
二
年
度
に
於
け
る
机
秘
に
対
す
る
負
担
状
況
は
別
圃
九
月
に
公
表
い
た
し
ま
し
た

が
、
を
の
後
の
更
正
予
牌
に
よ
り
軍
事
を
生
じ
ま
し
た
の
で
之
が
現
計
予
算
に
よ
る
偽

ｆ
ｎ
状
況
を
示
し
ま
す
と
左
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

乳計予算分

昭和31年度一般会計才人才出決算額調
才　　　　　　人

不納欠
坦＿＿一題

Ｊ（77，136

99，の6
Ｊ，2（70

0

0

の

β

3

0

月

Ｕ

　

　

3

4

　

　

　

1

Ｊ

収入済額

75，452，371

15，584，200；昌！

調定額

77．934，2

Ｊ7，029，0

26，326，1瑚　25，473，751

3

一

7

　

ハ

Ｕ

Ｔ

Ｊ

　

′

0

　

7

β

3

7

一

7

ノ

0

　

ハ

Ｕ

′

Ｏ

．

〃

サ

　

3

ハ

Ｕ

′

0

β

22，

3，

1．

7，6紺，♂70
0

5，531，の0
2，332，537

3，319，575

2，600，746

7Ｊ8，829

13，746，412

Ｊ，153，380

2，2の，銅5
19，5朗，166
9，200，8の
3，382，626

219，253
68Ｊ．590

736，即2，855107ノ36

22，067，の3
3，646，367

1，2（72，27（7

7，650，070

12，53（7

5，531，の0
2，332，537

3，319，575

2，600，746

7Ｊ8，829

13，746，412

Ｊ，153，380

2，2（）少，945

Ｊ9，5朗，Ｊ66

9，2（フ仇仇卸

3，382，626

219，253

681，590

／38，284，762

竺
　
晶
他
　
蒜
照
乱
撒

税
税
税
税
税
税
産
　
料

20，394，0の
3，35（フ誹00

805，の0
7，339，α縛

7

4，558，の0
2，331，8の

捌　緒緒
料
金
金
金

出
ｌ

433，200

Ｊ3，743，385

Ｊ，222，674

2，312，Ｊ71

姦ＩＪ呂溜ぷ

＿畢＿運上

1円Ｊ

錮
†
⊥
小
い

誠
嶺
輿
踊
璽
収

地
公
収
梗
　
　
園
児
脊
雛
町

り

ん

3

　

　

4

7

　

　

　

．

ヽ

Ｕ

′

0

7

0

0

0

′
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入．

町

（歳入）昭和31年度特別会計生活費金融通事業費才人才出決算

㈱
昭
和
三
十
一
年
度
生
活
資
金
鵬
通
事
醸

歳
入
歳
出
決
算
状
況

階
和
≡
十
一
年
度
の
生
精
資
金
融
通
事
業
は
貸
付
総
樹
嗜

五
、
九
八
七
、
五
〇
〇
円
、
辞
付
件
数
≒
三
二
六
件
と

多
敬
の
利
用
者
を
得
て
居
り
ま
す
。
一
方
償
還
の
状
況
は

前
年
度
よ
り
腺
磁
（
償
還
期
日
未
到
菌
の
分
）
し
ま
し
た

が
四
、
参
五
壱
、
票
〇
円
と
本
年
貯
蓄
付
額
の
合
計
弐

〇
、
参
参
八
、
六
五
〔
鞘
に
対
し
て
償
還
が
逼
れ
て
い
る

の
が
八
八
六
、
七
〇
〇
円
で
備
濃
翠
九
五
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
と
胃
う
成
柵
で
誠
に
遺
憾
な
啓
で
あ
り
ま
す
。

此
の
頼
葬
が
鐘
碍
背
の
¶
番
で
る
登
利
用
者
も
保
俳

人
も
充
分
御
坪
解
の
上
慣
運
期
日
の
溝
冊
を
鎮
せ
し
め
な

い
よ
う
切
に
御
協
力
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

旧
利
三
十
一
年
度
の
決
革
状
況
は
下
表
の
通
り
で
あ
め
ま

す
。

四
、
財
産
公
債
及
び
一
時
借
入
金
現
在
高

町
　
有
　
財
　
産

坪

数

林

一
二
　
二
三
六
坪
二
九
一

曽 下 水 南 水 猪 机 下 頃

名

称

田
巻

高

等

学

中

学

巻 熊
小 ・

学

釆

駐 駐 申 小 小 小

在 在 学 学 学 学

所 所 校 校 疲 校 校 校 校

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ坪

数

△ ．＿しハ
へ

函

ヽ
〇
〇
〇

＿Ｊ一
ノ＼

ヒ
⊥＿
／ヽ

九

八
ヽ

〇
〇
〇

七
五
ヽ

八
九
八

9
一・－ －

ノ
五
壁ヽ

七
九
〇

ヽ ヽ ヽ
〇
〇
〇

ヽ
六

天

○ 五
五
〇＿＿

Ｍ
　
概
　
立
　
金

①
　
学
細
基
本
財
産
彿
Ⅴ
余

⑧
　
職
輯
退
職
堪
偶
穣
Ⅶ
金

⑨
　
其
の
他
（
箆
肝
傭
券
）

六
一
九
、
九
七
七
円

一
〇
二
、
九
五
〔
肖

二
五
、
〔
門
0
円

五
、
財
政
の
動
向
と
む
す
ぴ

本
附
の
財
政
状
態
の
概
況
は
以
上
御

脱
朋
申
上
げ
ま
し
た
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。前

回
に
お
き
ま
し
て
酎
財
政
に
つ
い

て
の
概
況
を
説
朋
い
た
し
ま
し
た
が
、

年
度
の
大
半
を
過
ぎ
た
現
在
に
於
て
も

多
く
を
盗
め
ず
、
糖
行
幣
の
よ
う
に
伝

え
ら
れ
た
「
神
武
兼
気
」
も
一
幕
酌
の

語
り
草
の
如
く
、
い
つ
し
か
忘
れ
去
ら

れ
、
昭
型
二
十
一
年
度
の
決
算
の
結
果

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
当
千
の
税
の
増
収

は
あ
り
ま
し
た
も
の
の
、
景
気
後
退
の

後
に
来
る
も
の
は
金
剛
引
締
を
始
め
、

繊
維
化
学
の
操
業
の
燥
綿
や
、
交
貯
炭

の
山
は
戦
後
鰻
商
の
八
百
万
喝
云
々
と

伝
え
ら
れ
、
一
方
に
は
繚
評
の
轡
斗
に

よ
り
炭
労
・
私
鉄
縞
等
の
ス
ト
も
予

想
せ
ら
れ
、
こ
ゝ
当
分
肺
済
卵
の
要
定

は
予
測
さ
れ
ず
、
特
に
炭
価
の
引
下
必

至
と
見
ら
れ
る
現
在
に
於
て
炭
鉱
旧
で

あ
る
本
田
に
と
っ
て
は
慣
接
に
こ
の
影

響
は
大
き
く
、
今
後
の
税
の
増
収
は
あ

ま
り
期
待
で
き
な
い
と
い
う
の
が
実
情

で
あ
り
ま
す
。

之
れ
ま
で
乏
し
い
田
財
政
の
中
か
ら

附
属
の
慧
労
の
御
協
力
に
よ
り
ま
し

て
、
ど
う
に
か
消
防
日
勤
革
の
桝
入
費

初
め
学
校
迅
築
・
公
村
住
宅
の
逮
毅
・

庸
漁
村
搾
風
対
策
・
肘
葺
億
宅
の
地

相
、
そ
の
他
規
脾
の
改
修
・
簡
巣
新
穀

革
薯
管
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
反

間
起
儲
額
は
年
々
増
加
し
て
お
幻
ま
す

の
で
、
此
の
点
を
充
分
考
慮
に
入
れ
て

更
に
山
椒
せ
る
附
邦
粥
の
中
か
ら
鰻
少

の
紐
龍
で
最
大
の
勤
畢
ぞ
挙
げ
る
べ

く
、
精
金
井
人
充
分
検
肘
に
検
聖
茄

え
雇
用
的
に
皆
横
方
の
梢
祉
と
な
る
べ

き
締
場
に
掘
り
同
け
ね
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

前
に
も
の
べ
ま
し
た
横
に
現
在
の
経

済
界
の
謁
準
し
の
下
で
は
、
今
直
ち
に

酌
の
財
政
の
好
転
題
叫
め
ず
、
由
ら
れ

た
財
政
の
中
で
の
操
作
で
あ
り
ま
す
の

で
、
都
賀
譜
を
充
分
果
す
こ
と
が
で
き

ず
、
一
方
な
ら
ぬ
榔
不
便
を
お
か
け
し

て
い
る
蘭
が
多
い
か
と
存
じ
ま
す
が
、

酌
の
健
全
財
政
の
碓
甘
す
る
ま
で
今
暫

ら
く
の
卿
辛
抱
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

と
共
に
御
協
力
細
遠
の
糟
を
切
に
お

願
い
致
し
ま
す
。（

剛
健
は
四
両
へ
）
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人
権
侵
犯
相
談
に
裁
て

融
継
畑
醜
韻
責
　
室

井

貫
∴
・
蔵

憲
溝
週
間
記
念
行
事
と
し
て
の
特
毀
相

談
所
の
開
粒
も
近
づ
い
て
来
ま
し
た
人

格
播
静
香
蹄
は
其
の
使
命
と
す
る
と
こ

ろ
が
、
扶
第
二
条
に
規
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
領
に
国
民
の
基
本
的
人
権
が
侵
犯

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
楔
に
情
に
監
視

し
、
華
し
こ
れ
が
倭
犯
さ
れ
た
場
合
に

は
そ
の
救
済
の
為
遥
か
に
適
切
な
処
置

を
と
る
と
共
に
常
に
人
権
思
想
の
普
及

霧
に
つ
と
め
る
土
手
っ
事
に
な
っ
て

居
り
ま
す
が
、
多
い
人
口
の
な
か
に
数

少
い
人
権
躇
詳
委
員
で
然
も
専
従
で
は

な
く
聞
き
込
み
見
贈
り
に
出
る
等
は
到

底
出
来
る
陪
Ｌ
で
も
な
く
、
従
っ
て
一

般
の
方
々
の
御
働
刀
に
依
っ
て
葺
と

し
て
の
職
務
を
果
す
以
外
に
方
筏
は
な

い
の
セ
あ
り
ま
す
が
、
未
だ
人
権
琳
詳

委
員
粒
債
の
意
陳
が
充
分
徹
底
し
て
お

ら
ず
或
は
其
の
使
命
を
誤
解
さ
れ
て
居

る
横
に
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
に
着
い
て
あ
り
ま
す
「
や
さ
し
く
書

き
直
し
た
入
費
音
」
に
あ
り
ま
す
捜

に
私
共
の
人
権
は
か
く
も
尊
ば
れ
て
居

る
も
の
で
あ
豊
手
か
ら
、
若
し
侵
犯

さ
れ
た
場
合
は
逓
か
に
葺
か
欄
間
法

務
厨
父
は
近
く
の
小
倉
安
居
に
御
相
談

下
さ
い
。

私
も
親
任
北
九
州
地
区
人
地
歩
禦
葺

協
照
会
常
彗
顕
を
し
て
居
り
ま
す
の

で
殆
ん
ど
毎
月
定
研
会
糎
に
も
出
席
し

ま
す
の
で
御
相
続
の
都
合
も
よ
い
と
患

い
ま
す
。

尚
五
月
凄
週
間
と
し
て
記
念
行
事

近
侍
苦
訳
所
を
閑
雅
し
て
小
倉
支
局

か
ら
も
焚
雲
以
下
係
員
も
出
張
さ
れ

ま
す
の
で
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
御
相

談
下
さ
い
。

五
月
六
日
　
水
草
椚
（
公
良
館
の
予

定
）

五
月
七
日
　
門
同
市

五
月
八
日
　
若
松
市

五
月
九
日
　
小
食
市

五
月
十
二
日
　
戸
畑
市

五
月
十
二
百
　
八
幡
市

め
ら
れ
て
い
た
も
の
よ
り
も
貰
い

刑
罰
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

第
十
二
条
　
ど
ん
な
人
で
も
、
扶
律
に

よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
十
分
な
理
由

な
し
に
、
あ
な
た
の
郵
便
物
品

封
し
た
り
読
ん
だ
り
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
し
、
ま
た
あ
な
た
の

許
し
を
う
け
す
に
あ
な
た
の
家
へ

膝
は
い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
・

第
十
三
条
あ
な
た
は
自
分
の
国
の
中

を
あ
ち
こ
ち
旅
行
し
た
り
、
自
分

の
国
を
Ⅴ
ち
き
っ
た
り
ま
た
帰
っ

て
来
た
り
す
る
こ
と
は
自
由
で

す
。

第
十
四
条
　
あ
な
た
が
自
分
の
国
に
い

て
身
の
安
全
を
感
じ
ら
れ
な
い
か

悪
い
域
扱
い
を
受
け
る
か
し
た

・
ら
、
別
な
国
へ
行
っ
て
生
椿
し
て

も
よ
ろ
し
い
。
あ
な
た
が
何
も
悪

い
こ
と
を
し
て
い
な
け
れ
ば
そ
う

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

第
十
五
条
．
あ
な
た
は
一
つ
の
国
の
国

民
に
な
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
人
で
も
こ
の
権
利
を
あ
な

た
か
ら
嗜
い
啓
の
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
し
、
ま
た
あ
な
た
が
別
な
国

の
市
民
に
な
り
た
い
の
な
ら
、
誰

も
そ
れ
を
留
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

第
十
六
条
　
男
も
女
も
、
成
年
に
な
れ

ば
、
好
き
な
八
と
陪
媚
し
て
家
庭

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
ん

な
人
で
も
自
分
の
希
望
に
そ
む
い

て
撃
せ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

′
あ
な
た
は
自
分
ひ
と
り

で
、
ま
た
は
仙
人
の
人
達
と
い
っ

し
ょ
に
、
財
席
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
あ
な
た
の
財
席
は
、
あ

な
た
の
希
望
に
そ
む
い
て
、
坂
り

あ
げ
ら
れ
る
と
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
政
府
が
、
す
べ
て
の
国
民
に

使
わ
せ
る
た
め
に
必
要
な
場
合
に

は
、
そ
れ
を
あ
な
た
か
ら
載
り
あ

げ
る
か
も
知
の
喜
せ
ん
。

第
十
八
粂
　
あ
な
た
は
自
由
に
考
え
た

り
、
自
分
の
宗
教
を
選
ん
だ
り
、

か
え
た
り
、
ま
た
そ
れ
に
つ
い
て

の
考
え
を
述
べ
た
り
し
て
よ
ろ
し

や
さ
し
く
書
き
直
し
た
人
権
宣
言

舞
一
条
　
こ
の
世
界
で
は
、
す
べ
て
の

人
々
は
嶋
つ
の
家
の
な
か
の
兄
弟

姉
妹
の
よ
う
な
も
の
で
す
も
で
す

か
ら
あ
な
た
は
他
人
に
対
し
て
や

さ
し
く
、
親
切
に
て
い
ね
い
に
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

第
二
条
一
あ
な
た
の
績
剰
は
あ
な
た
の

宮
や
、
家
が
ら
や
、
宗
教
や
男
女

の
別
や
、
皮
膚
の
色
の
ち
が
い
や

政
治
上
の
信
念
と
は
何
の
関
係
も

な
い
．
の
で
す
。

第
三
粂
　
あ
な
た
に
は
生
き
る
権
利
、

そ
し
て
生
き
な
が
ら
え
る
権
利
が

あ
り
ま
す
。

第
四
条
　
誰
も
あ
な
た
を
奴
糠
に
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

第
五
条
　
あ
な
た
は
恥
ず
べ
き
方
法
で

傷
つ
け
ら
れ
た
り
罰
せ
ら
れ
た
り

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
六
条
　
あ
な
た
の
人
と
し
て
の
権
利

は
ど
こ
へ
行
っ
て
も
尊
重
さ
れ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

第
七
粂
　
あ
な
た
は
法
律
の
眼
で
見
れ

ば
あ
ら
ゆ
る
八
人
と
胞
じ
櫓
利
を

搾
っ
て
い
ま
す
。

第
八
条
椎
か
が
あ
な
た
の
櫓
利
を
奪

い
坂
つ
た
な
ら
ば
、
あ
な
た
は
そ

れ
を
坂
り
戻
す
た
め
に
鞍
姪
に
出

て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
九
粂
　
あ
な
た
は
法
律
に
そ
む
い
た

こ
と
を
し
な
い
か
ぎ
り
、
捕
え
ら

れ
た
り
、
牢
獄
に
入
れ
ら
れ
た

り
、
あ
な
た
の
田
や
国
か
ら
追
放

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
十
条
　
あ
な
た
は
法
律
に
そ
む
い
た

こ
と
を
し
た
と
い
▼
つ
各
を
受
け
た

な
ら
、
公
正
濫
造
で
、
公
正
な

公
開
の
裁
判
を
う
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

第
十
一
条
　
あ
な
た
は
、
実
際
に
ま
ち

が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
ま
で
は

有
罪
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
そ

れ
を
し
た
と
き
に
は
法
律
に
そ
む

い
て
い
な
か
っ
た
行
為
の
た
め
に

罰
せ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
か
ら
あ
な
た
が
そ
の
行

為
を
し
た
陣
に
筏
訝
．
言
っ
て
認

健
康
な
生
活
は
先
ず
環
境
改
善
か
ら
／

春
季
大
掃
除
迫
る
ク

み
ん
な
の
力
で
蚊
と
蝿
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
／

全
国
的
に
贈
璃
衛
生
難
動
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
（
四
月
一
日
よ
り
固
月
末

日
ま
で
）

こ
の
運
動
に
伴
い
机
で
は
、
療
拳
清

掃
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、

四
月
二
十
日
か
ら
五
月
五
日

ま
で
を
清
掃
期
間
と
予
定
し

て
い
ま
す
。

寮
革
清
掃
に
つ
い
て
は
御
許
矧
の
観

に
先
ず
、
冬
期
か
ら
と
じ
こ
も
っ
て

い
た
私
等
の
環
境
が
勝
気
と
共
に
は

っ
と
展
開
さ
れ
る
の
で
、
越
冬
ば
え

や
害
虫
及
び
ね
ず
み
の
麒
除
が
第
一

で①
　
家
の
中
の
温
い
場
所
畜
命
等
に

い
る
軸
は
え
の
併
除

⑧
　
便
所
の
茨
坂
Ｕ
や
ご
み
請
の
倒

囲
、
畜
歯
の
床
等
の
土
の
か
き
と

り
に
よ
る
、
は
え
の
さ
な
ぎ
の
駆

除
⑧
　
納
崖
、
物
謡
、
畜
碑
等
の
隅
、

古
井
弓
壕
の
歴
、
縁
の
下
な
ど

蚊
の
成
虫
が
越
冬
し
て
い
る
場
所

に
対
す
る
殺
虫
剤
の
陣
幕

◎
　
家
の
ま
わ
り
の
み
ぞ
な
ど
の
清

掃
に
よ
る
汚
水
の
流
通
促
泡
、
不

要
な
水
溜
り
の
除
去
、
草
洗
鉢
、

防
火
用
水
そ
の
他
、
蚊
の
発
生
源

と
な
る
場
所
に
対
す
る
処
置

⑤
　
薬
剤
及
び
器
具
に
よ
る
ね
ず
み

の
一
斉
駆
除

以
上
五
項
あ
げ
ま
し
た
が
そ
れ
人
し
、

各
家
庭
の
特
質
も
あ
り
ま
す
か
ら
こ

の
点
十
分
考
り
ょ
さ
れ
、
殻
が
為
、

社
会
の
為
水
草
的
民
の
名
穀
に
か
け

て
良
心
的
な
自
窮
的
清
掃
を
実
施
さ

れ
る
礫
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

い
。

第
十
九
条
　
ど
ん
な
こ
と
で
も
あ
な
た

の
言
い
た
い
こ
と
を
苦
い
、
韓
き

た
い
こ
と
を
着
い
て
よ
ろ
し
い
、

ま
た
ど
ん
な
方
筏
で
忠
恕
を
伝
え

て
も
受
け
い
れ
て
も
い
い
の
で

す
。

第
二
十
条
　
あ
な
た
は
ご
た
ご
た
を
ひ

き
起
さ
な
い
か
ぎ
り
、
他
の
人
た

ち
と
い
っ
し
ょ
に
欒
っ
た
り
、
会

を
つ
く
っ
た
り
す
る
権
利
が
あ
り

ま
す
．
し
か
し
ど
ん
な
人
で
も
、

あ
な
た
が
そ
う
し
た
く
な
い
の
を

何
か
の
会
の
集
り
に
無
理
に
出
席

さ
せ
た
り
、
入
会
さ
せ
た
り
す
る

ヰ
淀
で
き
ま
せ
ん
。
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箪
〒
一
条
一
あ
な
た
政
、
政
府
が
国

民
の
た
初
に
す
る
す
べ
て
の
尊
い

こ
と
に
脇
崇
し
た
り
、
職
に
つ
い

た
り
加
わ
っ
た
り
す
る
櫓
利
が
あ

り
ま
す
。
政
府
は
国
民
の
い
ろ
い

ろ
な
再
議
を
破
重
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

毒
手
二
条
　
あ
な
た
は
堂
々
と
生
き

る
権
利
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
国

民
を
飢
え
さ
せ
な
い
よ
う
病
気
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
政
府

で
や
っ
て
い
る
善
い
こ
と
の
恩
悪

一
を
受
け
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

第
二
十
三
条
　
あ
な
た
は
、
自
分
の
で

き
る
こ
と
な
ら
、
ど
ん
な
仕
事
を

求
め
て
も
よ
ろ
し
い
。
あ
な
た
は

十
分
な
報
酬
を
も
ら
い
、
同
等
の

仕
事
に
は
間
等
の
報
酬
を
受
け
、

良
い
労
働
条
件
を
与
え
ら
れ
「
や

め
さ
せ
ら
れ
る
」
の
を
守
る
櫓
利

が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
は
労
働
組

合
を
つ
く
る
こ
と
も
で
き
る
し
、

加
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

第
二
十
四
条
　
あ
な
た
は
休
け
い
し
、

正
し
い
出
廟
膵
間
を
持
ち
、
と
き

ど
き
恵
桁
休
暇
を
も
ら
う
権
利
が

あ
り
ま
す
。

葺
〒
五
条
　
あ
な
た
は
十
分
な
衣
食

住
と
、
瞑
婿
と
柄
気
に
な
る
か
年

を
坂
り
す
ぎ
て
働
ら
け
な
く
な
る

か
し
た
時
に
、
年
金
を
も
ら
う
権

利
が
あ
り
ま
す
。
母
と
子
は
み
な

同
じ
よ
う
な
保
群
を
受
け
、
特
別

に
世
棺
と
心
て
も
ら
わ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

孝
〒
六
条
　
あ
な
た
は
無
料
で
小
学

校
に
学
び
、
そ
れ
か
ら
勉
強
が
で

き
れ
ば
、
上
の
学
校
に
入
っ
て
勉

強
を
つ
づ
け
る
権
利
が
あ
り
ま

す
。

第
二
十
七
粂
　
あ
な
た
は
芸
術
と
科
学

の
め
や
萩
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で

き
ま
す
．
あ
な
た
は
自
分
の
書
い

た
も
の
や
、
芸
術
と
科
学
の
方
面

で
あ
な
た
の
し
た
こ
と
か
ら
得
ら

れ
る
利
益
轟
け
る
こ
七
が
で
き

ま
す
。

第
二
十
八
条
　
あ
な
た
は
こ
れ
ら
の
す

一
べ
て
の
権
利
を
持
つ
こ
と
が
で

き
、
静
か
な
、
華
稽
な
世
界
に
住

む
権
利
が
あ
り
ま
す
。

第
二
十
九
条
　
あ
な
た
は
社
会
に
対
す

る
自
分
の
機
務
を
果
さ
な
く
て
は

な
ら
な
い
が
、
そ
の
際
他
の
人
末

の
櫓
利
を
侵
さ
な
い
よ
う
憧
意
な

さ
い
。

第
三
十
条
　
ど
ん
な
人
で
も
ど
ん
な
園

で
も
こ
の
度
宮
の
中
に
記
さ
れ
て

い
る
権
利
を
何
一
つ
打
ち
こ
わ
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

文
響
ユ
ネ
ス
コ
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ

ー
よ
り

5
－
滴
で
八
幡
市
へ
向
う
の

第
三
回
亜
細
亜
競
技
大
会

聖
火
㌢
レ
ー
迫
．
る
〃

規
火
豊
五
月
三
日
』

一
区
間
　
鞍
手
郡
今
村
1
遠
賀
郡
中
間
役
場
前
ｒ

当
地
域
　
二
区
間
　
中
間
役
場
前
－
大
腰
橋

三
区
間
　
大
鰐
橋
1
頃
末
小
学
校
前

町
を
挙
げ
て
応
援
し
ま
し
ょ
う

一
九
五
八
年
（
昭
3
3
年
）
五
月

二
十
四
日
よ
り
同
六
月
一
日
ま

で
東
京
都
に
於
て
開
催
さ
れ
る

第
三
回
亜
細
亜
虎
按
大
会
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
る
聖
火
リ
レ

ー
で
あ
り
ま
す
。

四
月
二
十
二
日
マ
ニ
ラ
の
リ

サ
ー
ル
裁
技
場
で
点
火
さ
れ

る
聖
火
は
自
衛
隊
機
に
て
沖

細
－
岩
国
1
鹿
児
島
と
飛
行

機
で
飛
び
、
陸
路
東
京
都
国

立
競
技
場
ま
で
リ
レ
ー
さ
れ

る
訳
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
福
岡
市
を
出
発
し
た
聖

火
は
五
月
三
日
十
五
時
五
十
五

嵐
．

分
鞍
手
町
今
村
（
十
五
時
五
十

七
分
）
よ
り
遠
賀
郡
へ
飛
び
込

み
頃
末
小
学
校
前
（
十
六
時
四

で
あ
り
ま
す
。

継
走
者
等
の
メ
ン
バ
ー
は
左
の

通
り

ヵ
正
走
者
ク

遠
賀
　
地
　
区
．

第
一
区
－
門
司
　
文
一
氏

（
郡
体
育
協
会
理
事
長
）

奉
一
区
－
添
田
八
尾
亀
氏

（
中
間
町
体
育
協
会
長
）

第
三
区
－
西
尾
　
　
司
氏

（
水
巻
町
体
育
協
会
長
）

〃
副
走
者
ゲ

第
三
区
－
江
藤
一
正
氏

（
水
巻
町
体
育
協
会
理
事
長
〕

ク
　
　
木
原
　
栄
一
氏

（
岡
垣
村
体
育
指
導
員
〕

伴
走
者
　
吉
田
　
　
東
氏

（
水
巻
公
民
館
社
教
係
）

外
十
八
名

誤
記
訂
正

本
紙
前
号
に
て
赤
ん
坊
コ
ン
ク
ー

ル
記
事
中
に
東
郷
科
長
と
あ
り
ま

し
た
の
は
長
末
科
長
の
誤
配
に
つ

き
訂
正
致
し
ま
す
。

ｌ

ｌ

ｌ

・

ｌ

ｌ

・

ｌ

一

－

ノ

1

1

－

1

′

．

．

．

1

云
常
住
宅
建
顎
に
伴
う
補
助
七
古
参
登
で
は
以
上
の
迫
ｍ
財
源
に
よ
る
と
こ
う
的
粁
整
噂
財
源
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
国
・
県
郵
皇


